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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代日本の仏教者によるアジア留学・探検に関する資料で、日本各地に残
され、いまだ調査が十分になされていないものを研究対象とした。これらの資料は、A) セイロン・インド留学
関係とB) チベット探検関係の2グループに分けられる。本研究では、それぞれに属する資料群に対して調査、撮
影、デジタル化、整理、分析を行い、それによって得られた研究成果を順次公表した。これによって初めてその
内容が明らかになった資料として、田嶋隆純、河口慧海、東温譲の各関係資料と能海寛関係資料の一部がある。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on materials relating to the study and exploration of 
Asia by modern Japanese Buddhists, which have survived in various parts of Japan but have not yet 
been fully investigated. These materials can be divided into two groups: A) those relating to study 
in Ceylon and India, and B) those relating to exploration in Tibet. We have surveyed, photographed, 
digitized, organized, analyzed and gradually published the results of our research on the materials 
belonging to each group. The main materials that have been revealed for the first time through this 
research are the materials related to Tajima Ryujun, Kawaguchi Ekai and Higashi Onjo, and a part of 
the materials related to Nomi Yutaka.

研究分野： 仏教文化史、インド・チベット仏教史

キーワード： 近代日本仏教　アジア　セイロン・インド留学　チベット探検　釈興然　東温譲　能海寛　河口慧海

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、近代の日本仏教徒によるアジア各地への進出の動きを研究するための基礎資料を開拓したこ
と、また彼らが日本に請来した資料の研究上の利用に道を開いたことを挙げることができる。
社会的意義としては、この研究が明らかにした近代日本とアジアの他の諸地域との宗教を介した交流が、今後の
日本と他のアジア諸国との関係を考える上で、一つの指針となり得ることを挙げることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近代の日本仏教界に起こった新たな動きの一つに仏教者の海外進出がある。中でも西洋への

調査団・留学生の派遣と並んで顕著なのが、セイロン（現スリランカ）・インドへの留学の動き
と、それに続くチベット探検の動きである。ところが、彼らアジアに向かった留学生、探検者た
ちの事績の多くは早々と忘れ去られ、彼らが遺した日記、手記、請来品等の資料は、図書館・研
究施設に収蔵されたいくつかのケースを除いて、出身寺院等に埋もれたままになっている。研究
の基礎となるべきそうした資料に光が当てられ、彼らの思想と行動が実証的に解明されること
が、この分野の研究にとって不可欠の課題となっている。 
 
２．研究の目的 
近代日本の仏教者によるアジア、特にセイロン（現スリランカ）からヒマラヤ・チベットにか

けての広大な地域への留学・探検に関する資料を、彼らが残した日記、手記、報告書、写真、請
来品等の一次資料を中心に調査、撮影、デジタル化してデータベースを構築し、それに基づいて
アジア留学生・探検者たちの事績の把握に努め、その思想史的・文化史的意義を明らかにするこ
と。 
 
３．研究の方法 
日本各地に所在する関係資料を、A）セイロン・インド留学関係と B）チベット探検関係の二

群に分け、それぞれに属する資料について次の四段階で研究を実施する。（1）その資料を調査し、
撮影・デジタル化して記録・収集する、（2）デジタル化された資料を整理し、文献の翻刻を含む
研究を行う、（3）データベースの構築を進め、順次発信と情報公開を進める、（4）他の資料と比
較しつつ資料の分析を進める。 
 
４．研究成果 
（1）セイロン・インド留学関係資料の研究成果 
①釈興然関係資料（横浜市三会寺所蔵）：「釈雲照大和上書翰集」所収の釈雲照書簡 8通を翻刻し
た。これに基づいて、Okuyama Naoji,“Dialogue between Southern and Northern Buddhists”
（令和元年度研究成果）、Okuyama Naoji,“Japanese Buddhists in the Revival Movement of 
the Bodh Gaya Temple after 1891: The Role of Shaku Kozen and the Shingon Sect”（令和
2年度研究成果）をまとめた。 
 
②善連法彦関係資料（福井市仏照寺所蔵）：善連の日記・手記の読解を進め、その成果を、Okuyama 
Naoji,“Japanese Buddhists in the Revival Movement of the Bodh Gaya Temple after 1891: 
The Role of Shaku Kozen and the Shingon Sect”（令和 2年度研究成果）に取り入れた。 
 
③東温譲関係資料（宇城市円光寺所蔵）：調査の上、日記、手記、ノート、書簡、書類、蔵書等
約 130 点を撮影・デジタル化した。現在目録を作成している。 
 
④小泉了諦関係資料：調査の結果、既に滅失していることが判明した。 
 
⑤朝倉了昌関係資料：調査の結果、既に滅失していることが判明した。 
 
⑥長谷部隆諦関係資料：調査の結果、既に滅失したものが多いと考えられるが、長谷部が高野山
霊宝館に寄贈したネパール絵画 2幅については写真撮影を行った。 
 
⑦間島與喜関係資料（個人蔵）：間島の親族から高野山大学図書館に寄贈された「天竺絵画」（間
島が 1896 年にカルカッタで購入したインドの宗教画 55 枚）をデジタル化した。 
 
（2）チベット探検関係資料の研究成果 
①能海寛関係資料（浜田市浄蓮寺所蔵、浜田市金城歴史民俗資料館寄託）：約 2800 点の資料の中
から、チベット語文献 69点と仏像・仏具等 32点を調査し、撮影・デジタル化し、目録を作成し
た。これに基づいて、奥山直司「能海寛によるチベット語経典の蒐集と日本への送付について」
（令和元年度研究成果）を発表した。 
 
②田嶋隆純関係資料（個人蔵）：調査の結果、5包 32点のチベット語仏典を確認し、糸で縫い付
けてあるため開くことができない葉を除くすべての葉を撮影・デジタル化し、目録を作成した。 
 
③河口慧海関係資料（個人蔵）：本資料は、河口慧海の親族が所蔵してきたチベット語文献、慧
海の日記、手記、ノート類、原稿を始めとする資料約 750 点からなる。本資料は当初は研究対象



に入っていなかったが、本研究を進める中で所蔵者の理解が得られ、調査・研究ができるように
なった。これを整理すると共に資料 39 点をデジタル化した。これに基づいて、『河口慧海自伝』
（稿本、500 字詰原稿用紙 656 枚）の翻刻を進めると共に、その概要と特色を奥山直司「『河口
慧海自伝』について」（令和 2 年度の研究成果）にまとめた。なお本資料は現在、堺市博物館預
かりとなっており、現在、同館と連携して、全体にわたる調査・研究を進めている。 
 
 以上の関係資料のうち、まとまった分量があるのは、(1)の③東温譲、（2）の①能海寛、②田
嶋隆純、③河口慧海のそれである。これらのうち東、田嶋、河口の各関係資料の全体と能海関係
資料の一部は、本研究を通じて初めてその内容が明らかとなった。本研究の顕著な成果の一つと
言える。 
 
（3）関連の研究成果 
 研究期間中、研究代表者・分担者それぞれに、本研究に関連する研究成果があった。その主な
ものを挙げる。 
①明治のインド留学生大宮孝潤の研究：奥山直司「大宮孝潤のインド」（平成 30年度研究成果）。 
 
②ボン教の研究：Shin’ichiro MIYAKE,“A Brief Study on the Bon-po Sutra”（令和元年度
研究成果）、三宅伸一郎「『仏』の教えとしてのボン教」（『チベットの歴史と社会』上、令和 2年
度研究成果）。   
 
③インド・チベット仏教の研究：菊谷竜太「インド密教における『完全なる悲愍』」（平成 30 年
度研究成果）、Kikuya Ryuta,“Uso（有相）to Muso（無相）: Sign (nimitta) and Signlessness 
(amimitta)”（令和 2年度研究成果）等。 
 
④日本人によるチベット探検の研究：Komoto Yasuko,“Japanese Visitors to Tibet in the 
Early 20th Century and Their Impact on Tibetan Military”（令和元年度研究成果）。 
 
⑤能海寛の研究：奥山直司「『能海寛を学ぶ』から『能海寛に学ぶ』へ」（平成 30年度研究成果）、
高本康子「『能海』召喚―近現代日本と『大陸』―」（同）、同「『世界に於ける仏教徒』へ―明治
仏教が辿った『チベット』への道」（令和元年度研究成果）。 
 
⑥大谷光瑞の研究：高本康子「大谷光瑞と『喇嘛教』―近代日本仏教と異文化―」（『仏教と日本
Ⅱ』、令和 2年度研究成果） 
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